
善
行
川
柳	

選
者	

東

　
　逸
平

○

た
ん
ぽ
ぽ
に

　力
や
笑
顔

　も
ら
う
幸

北
海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
少
し
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
ね
。

　《
た
ん
ぽ
ぽ
に

　小
さ
な
幸
を

　見
つ
け
た
り
》

　《
た
ん
ぽ
ぽ
に

　微
笑
む
今
日
の

　さ
わ
や
か
さ
》

　な
ど
主
題
を
締
め
て
み
ま
し
ょ
う
よ
。

○

何
よ
り
も

　笑
顔
い
ち
ば
ん

　心
地
好
し

香
川
県

丸
野

　忠
義

評
／
作
者
は
12
句
も
の
作
品
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
１
句
だ
け

取
り
上
げ
ま
し
た
。
推
敲
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

　こ
の
句
の
気
持
ち
は
ス
ト
レ
ー
ト
で
分
か
り
や
す
い
の
で
す
が
、

「
作
品
」
で
す
か
ら
、
少
し
ひ
ね
り
ま
し
ょ
う
よ
。

　《
そ
よ
か
ぜ
に

　笑
顔
は
じ
け
る

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
》

　と
、
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

○
「
善
行
」を

　誉
め
ら
れ
は
に
か
む

　い
た
ず
ら
っ
子

大
分
県

佐
藤

　満
洋

評
／
い
た
ず
ら
っ
子
が
字
余
り
の
よ
う
に
見
え
て
い
ま
す
が
、
新
鮮

で
良
い
で
す
。
情
景
が
目
に
浮
か
ぶ
佳
句
で
す
。

ご
寄
付
お
礼

創
立
八
十
周
年
記
念

事
業
に
あ
た
り
、
皆

様
か
ら
た
く
さ
ん
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
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創
立
八
十
周
年
記
念

功
績
者
表
彰
受
賞
者
一
覧

（
北
海
道
）
山
内
千
恵
子
、
西

澤
芳
雄
、
山
田
和
弘
（
青
森
県
）

須
郷
勝
雄
、
高
木
弘
子
（
岩
手

県
）
佐
々
木
孝
治
、佐
藤
昇
（
宮

城
県
）
飯
田
勝
男
、
阿
部
正

夫
（
山
形
県
）
堤
全
隆
（
福
島

県
）
金
山
充
子
（
栃
木
県
）
佐

藤
裕
信
（
群
馬
県
）
糸
井
登
志

明
、
狩
野
昭
子
（
埼
玉
県
）
牧

野
千
惠
子
、
音
楽
文
化
協
会
森

川
正
子
（
千
葉
県
）
藤
乃
千
代

寿
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
新
舞
踊
名
流

会
（
東
京
都
）
前
田
哲
也
、
轟

豊
藏
、
佐
藤
正
江
、
鞠
子
加
代

子
、
中
村
甲
、
浜
口
伊
久
雄
、

野
村
松
江
、
永
野
咲
子
、
松
永

武
子
、
真
田
玉
雄
、
瀧
野
静
江
、

椋
代
操
、
井
上
利
一
、
若
林
一

男
、
塚
本
邦
昭
、
江
戸
川
区
立

葛
西
第
二
中
学
校
吹
奏
楽
部
、

青
木
千
代
、
須
田
耕
作
（
神
奈

川
県
）
佐
久
間
昭
司
、
山
口
芳

司
（
山
梨
県
）
長
田
玉
夫
（
福

井
県
）
矢
野
勇
（
静
岡
県
）
高

林
壮
介
、
社
会
福
祉
法
人

　博

友
会

　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　白
雪

　施
設
長

　石
井
賢
次

（
愛
知
県
）
野
瀨
武
敬
、
宮
道

三
江
（
滋
賀
県
）
橋
本
源
之
助

（
京
都
府
）寺
村
貞
之（
大
阪
府
）

縄
田
栄
、
信
田
邦
彦
（
兵
庫
県
）

服
部
忠
彦
（
岡
山
県
）
塩
飽
博

幸
（
香
川
県
）
町
川
清
美
（
愛

媛
県
）
西
川
康
子
（
福
岡
県
）

鳥
巣
正
行
、
高
良
鐡
哉
、
福
岡

県
北
九
州
支
部
、手
島
道
子
（
長

崎
県
）
野
口
良
弘
（
熊
本
県
）

堀
川
栄
（
宮
崎
県
）
谷
口
ミ
チ
、

堀
野
哲
矢
（
鹿
児
島
県
）
上
村

優
子
（
沖
縄
県
）
安
次
嶺
律
子

（
敬
称
略
）

祝
電
を

寄
せ
ら
れ
た
方
々

（
順
不
同
敬
称
略
）

衆
議
院
議
員

元
文
部
科
学
大
臣

　
　
　
　
　
　下
村

　博
文

参
議
院
議
員

　中
曽
根
弘
文

埼
玉
県
知
事

　上
田

　清
司

静
岡
県
知
事

　川
勝

　平
太

和
歌
山
県
知
事

　仁
坂

　吉
伸

岡
山
県
知
事

　伊
原
木
隆
太

徳
島
県
知
事

　飯
泉

　嘉
門

高
知
県
知
事

　尾
﨑

　正
直

宇
都
宮
市
長

　佐
藤

　栄
一

前
橋
市
長

　
　山
本

　
　龍

品
川
区
長

　
　濱
野

　
　健

大
田
区
長

　
　松
原

　忠
義

練
馬
区
長

　
　前
川

　燿
男

足
立
区
長

　
　近
藤
や
よ
い

江
戸
川
区
長

　多
田

　正
見

三
鷹
市
長

　
　清
原

　慶
子

調
布
市
長

　
　長
友

　貴
樹

小
金
井
市
長

　西
岡
真
一
郎

小
平
市
長

　
　小
林

　正
則

狛
江
市
長

　
　高
橋

　都
彦

清
瀬
市
長

　
　渋
谷
金
太
郎

岩
手
県
支
部
支
部
長

　

　
　
　
　
　
　岩
間

　明
雄

岩
手
県
南
支
部
支
部
長 

　
　
　
　
　
　髙
橋

　睦
夫

福
岡
県
筑
豊
支
部
支
部
長 

　
　
　
　
　
　鸖
我

　一
男

祝賀会会場 千葉県支部の歌 三遊亭愛楽さん ( 落語）
奈月れいさん
( ミニコンサート）

広澤孝美さん
( 歌とハーブ演奏）

新
支
部
長
の
抱
負

 

岩
手
県
宮
古
支
部

　支
部
長

　西
村

　義
松

私
も
日
本
善
行
会
岩
手
県
宮

古
支
部
に
入
会
し
て
、
三
十
年

過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
度
の
宮
古

支
部
総
会
で
、
突
然
の
宮
古
支

部
長
の
任
命
を
受
け
て
び
っ
く

り
す
る
次
第
で
す
。
歴
代
支
部

仙
台
支
部
設
立

（
七
十
一
番
目
）

新
支
部
長
の
抱
負

思
い
や
り
の
心
で

仙
台
支
部

　支
部
長

　鈴
木

　忠
雄

平
成
二
十
八
年
八
月
、
仙
台

支
部
が
設
立
し
ま
し
た
。

発
足
当
時
、
支
部
会
員
十
五

名
の
中
か
ら
、
図
ら
ず
も
私
が

支
部
長
に
選
任
さ
れ
、
戸
惑
い

と
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。
支
部
長
を
お
受
け
し
た

か
ら
に
は
、
本
部
へ
の
善
行
表

彰
推
薦
と
善
行
精
神
の
普
及
、

実
践
に
支
部
会
員
の
皆
さ
ん
と

共
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
先

日
、
定
年
退
職
し
た
男
性
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
と
い
う

の
で
、
私
達
グ
ル
ー
プ
仲
間
と

共
に
老
人
福
祉
施
設
、
身
障
者

福
祉
協
会
の
イ
チ
ゴ
狩
り
に
参

加
し
、
車
椅
子
の
方
の
世
話
を

担
当
し
た
の
で
し
た
。
あ
と
で

感
想
を
聞
い
た
と
こ
ろ
「
悩
み

や
悲
し
み
偏
見
を
乗
り
越
え
、

互
い
に
思
い
や
り
の
心
で
生
き

て
い
く
姿
に
感
動
し
た
。」
と
新

た
な
生
き
が
い
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。
私
達
は
、
早
朝
に
道
の

ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
い
る
人
、
街

頭
で
交
通
安
全
に
従
事
し
て
い

る
人
な
ど
、
社
会
貢
献
活
動
に

勤
し
ん
い
る
人
々
の
表
彰
推
薦
、

会
員
の
増
強
、
明
る
い
住
み
よ

い
社
会
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

功績者表彰贈呈

▽
本
会
役
員
へ
の

　
　
　
　
　
　感
謝
状

▽
本
会
支
部
長
へ
の

　
　
　
　
　
　感
謝
状

▽
永
年
会
員
感
謝
状

　
　
　
　（
百
六
十
二
名
）

　本
会
の
会
員
と
し
て

長
年
に
わ
た
っ
て
協
力

さ
れ
た
方

▽
表
彰
事
業
功
績
者

　
　
　
　
　
　感
謝
状

　（
五
名
）

　本
会
の
表
彰
事
業
の

選
考
委
員
を
長
年
に
わ

た
っ
て
さ
れ
て
い
る
方

創
立
八
十
周
年
記
念

感
謝
状
等
贈
呈全国支部長

感謝状贈呈
永年会員
感謝状贈呈

表彰事業功績者
感謝状贈呈役員感謝状贈呈

北
海
道
遠
紋
地
区
支
部

設
立
（
七
十
二
番
目
）

新
支
部
長
の
抱
負

 

北
海
道
遠
紋
地
区

　支
部
長

　藤
田

　禮
三

こ
の
度
、
北
海
道
遠
紋
地
区

支
部
長
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
地
区
は
今
迄
北
見

地
区
支
部
に
所
属
し
、
活
動
し

て
い
ま
し
た
が
、
支
部
の
会
合

に
は
、
百
キ
ロ
以
上
も
離
れ
て

い
る
た
め
、
支
部
長
の
黒
澤
猛

氏
よ
り
、
独
立
の
薦
め
が
あ
り
、

今
回
本
部
理
事
会
よ
り
承
認
を

受
け
た
所
で
す
。

今
後
、
善
行
精
神
の
普
及
活

動
、
会
員
の
拡
大
を
め
ざ
し
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
き
び
し
い
流
氷

を
打
ち
く
だ
く
気
持
ち
で
、
会

員
の
活
動
を
進
め
る
方
針
で
す
。

特
に
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

の
援
助
、
更
に
、
か
く
れ
た
善

行
活
動
を
し
、
明
る
い
地
域
社

会
の
貢
献
し
た
方
の
発
掘
に
努

め
、
支
部
の
組
織
基
盤
に
力
を

注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
は
、
人
口
減
少
と
い
う

大
き
な
問
題
を
解
決
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
が
、
善
行
精

神
、
愛
、
奉
仕
を
理
念
と
し
て
、

活
動
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

本
部
役
員
の
皆
さ
ん
、
今
ま

で
お
世
話
に
な
っ
た
北
見
地
区

支
部
の
役
員
の
皆
さ
ん
今
後
も

ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

長
が
築
い
て
来
ら
れ
た
足
跡
を

汚
す
こ
と
な
く
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
後
期
高
齢
者
の
老
骨

な
が
ら
支
部
発
展
に
努
め
て
参

り
た
い
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
本
部
の
行
事
と
連
携
を

図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
古
支
部
に
お
い
て
は
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
会
員
数
が

激
減
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
会

員
数
は
四
十
人
台
で
あ
り
、
今

後
会
員
の
増
強
を
図
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
、
こ
れ
か
ら
宮
古

支
部
の
近
隣
一
町
一
村
を
含
め

た
地
域
に
拡
大
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
御

指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す
。




